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○建設リサイクル法に関する立入調査の結果について

○建設リサイクル関連法の改正について

○建築確認申請書等の申請前の再確認について

○建設リサイクル法に関する立入調査の結果について

建設リサイクル法に係る全国一斉パトロールを保健所等と合同で毎年５月と１０月の年

２回実施しています。今年度は解体工事現場等への立入調査を５月に９件，１０月に１０

件実施しました。

立入調査における主なチェックポイントは，建設，環境，労働の各分野別に次の項目で

す。

【建設】

・建設業許可・解体工事業者登録標識の掲示状況

・施工手順の適切性

・分別解体の適切性 など

【環境】

・再資源化先施設（解体材の搬出先施設）の適切性

・運搬車両等の適切性

・マニュフェストの備え付け

・騒音・粉じん等対策の適切性 など

【労働】

・マスク着用や湿潤化など除却作業方法の適切性

・足場等の安全確認等 など

今年度の一斉パトロールにおける主な指摘事項等は次のとおりです。

・建設業許可等の標識を敷地内に設置しており，道路等からの見やすい場所に設置して

いなかった。

・建設リサイクル法の届出済みである旨のステッカーが貼付されていなかった。

・運搬車両等の適切性については，廃棄物の収集運搬許可を受けた際に登録した車両等

の確認が出来なかった。

解体工事等の施工に当たっては，関係法令等を遵守すると共に，次の項目に十分配慮の

うえ，安全で安心な工事の施工をお願いします。

・建設業許可等の標識は道路から見やすい場所に設置する。

・工事看板等には建設リサイクル法の届出済みである旨のステッカーを忘れずに貼付す

る。

・廃棄物の収集運搬許可の写しを備え付けるなど，運搬車両等が適切であることの確認

が出来るようにする。

・騒音と振動の発生抑制や粉塵の飛散防止に努め，近隣住民等への配慮に心がける。

・工事車両の工事現場への出入りや運搬中の事故防止に努める。

・マスクの着用や散水による湿潤化により作業員への健康に配慮する。

・足場等の安全確認を毎日実施（点検表を作成するなど）し，倒壊防止に努める。

宮城県大河原土木事務所建築班 E-mail:okdbkkt@pref.miyagi.jp. /phone.0224-53-3918 /fax.0224-53-8090

<1> 平成 26 年 11 月 1日発行 第 139号



○建設リサイクル関連法の改正について

●石綿障害予防規則の改正について●石綿障害予防規則の改正について●石綿障害予防規則の改正について●石綿障害予防規則の改正について

【隔離した作業場所からの石綿等の漏えい防止対策の強化】【隔離した作業場所からの石綿等の漏えい防止対策の強化】【隔離した作業場所からの石綿等の漏えい防止対策の強化】【隔離した作業場所からの石綿等の漏えい防止対策の強化】

【石綿含有保温材，耐火被覆材等による石綿ばく露防止対策の強化】【石綿含有保温材，耐火被覆材等による石綿ばく露防止対策の強化】【石綿含有保温材，耐火被覆材等による石綿ばく露防止対策の強化】【石綿含有保温材，耐火被覆材等による石綿ばく露防止対策の強化】
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●大気汚染防止法の改正について●大気汚染防止法の改正について●大気汚染防止法の改正について●大気汚染防止法の改正について

●フロン回収・破壊法の改正について●フロン回収・破壊法の改正について●フロン回収・破壊法の改正について●フロン回収・破壊法の改正について
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○建築確認申請書等の申請前の再確認について

●建築確認申請等に係る指摘事項について●建築確認申請等に係る指摘事項について●建築確認申請等に係る指摘事項について●建築確認申請等に係る指摘事項について

◆確認申請書（建築計画概要書の共通箇所を含む◆確認申請書（建築計画概要書の共通箇所を含む◆確認申請書（建築計画概要書の共通箇所を含む◆確認申請書（建築計画概要書の共通箇所を含む。。。。））））

【第三面】

・住居表示については，敷地に対して増築，改築等の場合，住所があるので必ず記入する。

（ただし，新築の場合は，まだ住居表示がない場合があります。）

・建築物の最高の高さは，図面の寸法と整合させる。

【第四面】

・用途は，第三面の主要用途ではなく，申請に係る建築物の棟別の用途を記入する。

・最高の高さ，最高の軒の高さは，図面の寸法と整合させる。

・屋根，外壁，軒裏の仕上げは，図面の仕上表と整合させる。

【第五面】

・用途は，第三面の主要用途ではなく，申請に係る建築物の階別の用途を記入する。同一

階で複数の用途がある場合は，該当する用途を全て記入する。

◆工事届◆工事届◆工事届◆工事届

【第二面】

・建築主の情報を記入する。

【第三面】

・申請建物が住宅の場合は，各項目を必ず記入する。

【第四面】

・除却建物がある場合は，各項目を必ず記入する。

（建築物の建築を伴わない建築物の除却のみの場合は，別様式の除却届になります。）

◆現地調査票◆現地調査票◆現地調査票◆現地調査票

・道路関係については，道路名称，幅員，法４２条該当項号を記入する。位置指定道路の

場合は指定年月日，番号を記入する。

・都市計画関係，道路関係，消防法関係については，担当課，担当者職氏名を記入する。

◆図面◆図面◆図面◆図面

【案内図】

・計画地（申請地）がわかりやすいように，目印となる施設も標記する。

・方位を忘れずに記入する。

【配置図】

・敷地内外の高低差を必ず記入し，高低が１ｍ以上の法面や擁壁がある場合は，亀裂やは

らみ等の状況を記入する。（敷地の安全性について確認します。）

・既存の建築物等がある場合は，建築確認年月日，検査済証年月日，建築面積，延べ面積

（各階毎の面積も含む。），屋根及び外壁の仕上げ等を棟毎に記入する。

・延焼の恐れのある部分（延焼ライン）を標記する。

●中間検査に係る指摘事項について●中間検査に係る指摘事項について●中間検査に係る指摘事項について●中間検査に係る指摘事項について

・建築物の敷地境界からの離れが変更になっている。

（５０ cm 以内の変更の場合は軽微な変更，５０ cm 超の場合は変更確認が必要です。）
・筋かい等の位置が変更になっている。

指摘事項は上記以外にもありますが，上記については，確認や検査の申請等をされる前指摘事項は上記以外にもありますが，上記については，確認や検査の申請等をされる前指摘事項は上記以外にもありますが，上記については，確認や検査の申請等をされる前指摘事項は上記以外にもありますが，上記については，確認や検査の申請等をされる前

にもう一度記載事項，現場等を再確認することで指摘事項を減らすことが可能になります。にもう一度記載事項，現場等を再確認することで指摘事項を減らすことが可能になります。にもう一度記載事項，現場等を再確認することで指摘事項を減らすことが可能になります。にもう一度記載事項，現場等を再確認することで指摘事項を減らすことが可能になります。

～ お知らせ ～

かわら版のバックナンバーや各種情報を掲載しています。
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